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平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

健康福祉部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

会計区分 法定受託系

平成１４年度 平成３０年度以降～事業期間

名称：

児童福祉法、配偶者からの暴力防止法及び被害者の保護に関する法律

5 1

地域住民組織

総合計画
分野別計

画

予算区分 3 3

保健福祉

根拠法令・個別計画

子育て支援

3

市が直接実施・運営

・母子生活支援施設に措置が必要になった場合、担当職員が各施設に問い合わせ、入
所を依頼する。
・入所後は、施設職員と連携を図り、定期的な指導を行う。
・入所者は、カウンセリングを受けるなどし心身の安定を図り、就労支援を受けて、自立
に向けた取組を行う。
・母子生活支援施設からの請求により、措置費の支払いをする。
・措置費については、国1/2、県1/4補助有。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

配偶者のいない又はＤＶ被害により配偶者から逃げている女子及びその子どもを、一時
的に母子生活支援施設に入所させ、安全の確保とその後の自立を促す。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

小牧市児童福祉法施行細則による。
前年度所得に応じて、負担金0円～全額負担までの18段階の設定有。

従事者数

人件費

従事者数

0.10

00

0.000.00

536536

費
用

0

直接経費 5,226

費用合計

0.10

人件費
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3 3
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成
果
指
標

施設退所世帯数

活
動
指
標

活動指標名

施設入所世帯数

事業目的の
達成状況

入所にいたらないまでも、一時的な保護を求めるケースへの対応や、現入所者への
ケースワークなど、警察、施設等の関係機関との連携により相談支援を行った。
平成22年度の入所世帯数は３世帯であったが、３世帯とも退所には至らなかった。

－

1

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

相談件数は増加しているが、受入施設も飽和状態となっている。引き続き、県女性相談
センターとの連携を強化し、母子家庭の保護に努める。

現入所者のケースワーク、面接など施設職員と連携をとり、入所者に対する相談支援を
行うことが出来た。結果、母子家庭の生活の安定を図ることができたと判断した。判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響
DV被害者、生活困窮等の母子家庭の安全を確保できない。

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)
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